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問 総務企画本部政策調整課☎３６６－７０７２　千葉大学園芸学部総務グループ☎３０８－８７０３


ゆったりと流れる江戸川のほとり、美しい
富士山を遠望する松戸市の緑豊かな戸定が
丘に、千葉大学園芸学部のキャンパスが広
がっています。市民の皆さまがご存知のよ
うに、そこは首都圏にありながら自然環境に
恵まれ、国の重要文化財戸定邸を擁する戸定


が丘歴史公園と一体となり、都市的環境の中に奇跡的に残された極相林と美
しく整備された庭園の中を緑の回廊が巡る、園芸学部の教育・研究の場である
と共に、松戸市民の憩いの空間となっています。
園芸学部は、明治42年にこの地に生を享け、今年で100年を迎えます。この


間、明治・大正・昭和・平成と、わが国で唯一の園芸学の教育研究に特化した高等教
育機関として、日本と世界の園芸産業の発展に貢献してまいりました。それは同
時に、松戸市の市民の皆さまに常に変わらず「園芸学校」として親しみ、育んで
いただいた100年でもありました。
園芸学部では、今秋、創立100周年を記念して多くの記念行事を催す予定になっ
ております。松戸市のご好意により、この広報にそれらの記念行事を紹介していた
だくことになりました。この秋、どうぞ皆さま、戸定が丘においでいただき、園芸学
部のこれまでの100年をしのび、これからの100年に向けて新たな歩みを始める
のをご覧いただきたいと思います。皆さまのおいでを心からお待ちしております。


千葉大学園芸学部が創立100周年を迎えら
れましたことを心よりお喜び申し上げます。
明治４２年に千葉県立園芸専門学校とし
て松戸市戸定が丘の地に設立された園芸学
部は、当初より市民と深く関わり、長年の交
流を続けてこられた愛着、伝統ある大学を市


内に有していることに誇りを感じています。
千葉大学園芸学部の記念すべき祝典に際し、歴史と文化芸術の関わりを市
民の皆さまに感じていただくため、本市におきましても種々の記念事業に参
画し、100周年の節目を盛り上げていきたいと考えています。
現在、東京方面から江戸川を渡ってみえる、矢切地区から千葉大学園芸学部
を含む戸定が丘に連なる緑地は、市民の憩いの場所であります。この貴重な
緑を次の世代に引き継ぎ、守り続けなければなりません。
本市では、わが国で唯一園芸学を教育・研究されている千葉大学園芸学部と
ともに、緑地はもとより文化・歴史を育む事業展開を実施して参りたいと考え
ております。
今後とも、千葉大学園芸学部がなお一層のご発展を遂げられますこと、心よ
り願っております。


貴重な緑を次の世代へ 松戸市民と歩んだ100年
松戸市長　川井　敏久 千葉大学園芸学部長  菊池　眞夫
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JR松戸駅から南～ 800ｍほど離れた丘陵に、園芸学研究科・園芸学部の校舎が立ち並ぶ
松戸キャンパスがあります。豊かな緑に囲まれたキャンパスの西側には江戸川がゆったりと
流れ、旧講堂（現A棟の位置）のテラスからは関東平野や富士山を展望することができました。
都心から17㎞しか離れていない都市環境の中にありながら、15haの敷地は多様な動植物
に恵まれ、わが国最古のイタリア式庭園やフランス式庭園などが連なるキャンパスとして高
く評価され、また、環境ISO14001※の認証も受けています。
隣接する戸定が丘歴史公園内には戸定邸(国指定重要文化財)と付属庭園があり、近隣する
浅間神社の極相林(県指定天然記念物)とあわせて、一帯は「自然の緑と創造の緑」に触れ合
うことができる市内きっての文教地区です。
わが国のみならず、世界でも唯一の園芸学研究科・学部では、生命を育み、自然をおそれ、
慈しみながら科学の道を究め、さらには国際協力に貢献しようと志す学生・大学院生・留学
生1,239人や研究の最前線で活躍する教員102人が活力ある日々を送っています。（学生数お
よび教員数は平成21年8月末現在）


問園芸学部総務グループ　☎308─8703


※環境ISO14001とは、原材料の調達から商品の廃棄に至るまで環境に悪い影響を及ぼさない仕組みである「環境マネジメントシステ
ム」を確立し維持している団体であることを認定機関が認定する際の判定基準である国際規格。


本学部の当初の正門は、現在の国道6号線側ではな
く、小山側にありました。


旧正門から切り通しの坂道を昇りきると、右手に
カエデ並木のある道がつづき、その正面に大きな石
組みからロックガーデンが東に向かって園路に沿っ
て続いています。ロックガーデンは、大正3年から造
成され、石組みのほとんどは、黒ボクという溶岩で
構成されています。


ロックガーデン半ばに半円形の広場があり、その
北側にイチョウ2本が植えられています。このイチョ
ウはロックガーデンからイタリア式庭園に入る区切
りで、正面に日時計を中心とする整形式庭園があり、
この庭園より一段高い位置に旧校舎玄関が一直線に
連なっていました。つまり校舎が建つ地盤、日時計
を中心とした地盤、さらにロックガーデン南側の園
路の地盤という3段のテラスが造られ、幾何学式庭園
が構成されています。日時計周りの模様花壇を縁取
るタギョウショウは地中海のアレッポマツを模して
います。旧校舎の裾部に位置した混垣（まぜがき）
は西洋庭園に特徴的なborder planting（境栽）で、
80種もの樹種からなる「園芸学校式混垣」と呼ばれ
る世界最多の混垣です。


千葉大学園芸学部の歩み


▪ イギリス風景式庭園


明治42年


大正  3年


昭和  4年


昭和19年
昭和24年


平成16年


平成21年


千葉県立園芸専門学校と
して創立
千葉県立高等園芸学校と
改称
文部省に移管、千葉高等
園芸学校と改称
千葉農業専門学校と改称
国立学校設置法により、
国立大学唯一の園芸学部
として、千葉大学園芸学
部となる
国立大学法人千葉大学園芸
学部となる
千葉大学園芸学部創立満
100周年を迎える


イギリス風景式庭園は、旧講堂南側広場か
ら見下ろし、西に富士山が遠望できる庭園で
した。現在、教職員、学生の集会所、洗心館
がある台地は今より3ｍ程高かったのを、実
習で切り下げ、周辺に土盛りして平坦地を広
げて造成しました。洗心館南端の書院座敷付
近に四阿(あずまや)があり、そこから東京を
眼下に富士山が遠望できました。四阿は、講
堂南広場から正面より右手に見え、その近く
の斜面上部には針葉樹が植栽され、芝生の広
庭を縁取っていた広葉樹の樹冠の中で、視線
を四阿や富士山へ誘導しました。


イギリス風景式庭園（旧景）


ロックガーデン（旧景）


旧正門（旧景）


イタリア式庭園及び学校管理棟 （旧景）


▪ 旧正門〜ロックガーデンとイタリア式庭園


▪ フランス式庭園
「沈床花壇」と呼ばれるとおり、周囲より一段低く造ら


れた庭園で、フランスのヴェルサイユ庭園で著名なフラン
ス平面幾何学式庭園をモデルとしています。沈床にした理
由は、幾何学式構成の全体を見下ろしやすくするためです。


しかし、庭園を仕切る周囲の樹木が大きいと庭園が小さ
く見えてしまうので、チャボヒバやトゲナシニセアカシア、
そして東側を隔てるユリノキはいずれも樹高を低く抑える
剪定が試されてきました。ユリノキは新宿御苑に日本で最
初に導入した樹木からの繁殖個体とされています。大正
15年の皇太子殿下（昭和天皇）行啓（ぎょうけい）をは
じめ、しばしば皇族が訪れています。


大正15年撮影のフランス式庭園
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▪活動の経緯
2007年10月から千葉大学松戸キャンパス環境ISO学生委員会と地域の皆さまが


参加し、市有地を利用してコミュニティガーデンづくりがスタートしました。
ここは200㎡の小さなガーデンですが、子どもたちを含めた地域の皆さん20人と


千葉大学の教員・学生10人程度で月1回程度の活動が行われています。


▪活動内容
コミュニティガーデンでは草花や緑の植え付け・管理を通じて、地域交流の場とし


て、地域コミュニティ形成に寄与することを目的に活動が行われています。
コミュニティガーデンのプランづくりとして、大学でワークショップを開いてアイ


ディアを出し合っています。
通常の作業では、土づくり・花の植え付け・水やり・除草等を実施し、園芸学部の


落ち葉を集めてつくった堆肥を活用したり、剪定枝をチップ化したものを園路に敷き
つめる等循環型社会への対応も行っています。また、花つみやハーブつみのほか、参
加者の親睦を深めるために学部内でバーべキューなどを楽しんでいます。


戸定が丘には、千葉大学園芸学部と戸定が
丘歴史公園が隣接して存在しています。両者
は松戸市内２番目のまとまった緑地(およそ
17.2ｈａ)です。


最後の江戸幕府将軍・徳川慶喜公の弟昭武公は、明
治17年（1884年）に戸定邸を完成させました。彼
は松戸に約7haの土地を所有していましたが、その内
の約1haは現在の園芸学部の敷地となっています。


洋風を取り入れた戸定邸庭園や園芸学部のフランス
式、イタリア式庭園が集中する一帯は近代庭園のメッ
カです。


戸定邸と園芸学部


戸定邸の歴史
明治17年


明治34年


明治35年
昭和26年
昭和61年
平成  3年
平成15年
平成17年
平成18年
平成21年


戸定邸落成。徳川昭武公(徳川慶喜公の実弟)
が住みはじめる
昭武公、県立千葉中学松戸分校建設用地(後
の千葉大学園芸学部)として、所有地の一部
を千葉県に売却
皇太子(後の大正天皇) に行啓賜る
戸定邸が松戸市に寄付される
千葉県の名勝に指定される
戸定が丘歴史公園開園。戸定歴史館開館
皇后陛下に行啓賜る(藤岡保子展)
関東富士見百景に指定される
戸定邸が国の重要文化財に指定される
戸定邸建設満125周年


9月1日付けで千葉大学園芸学部キャンパス内の樹林地約５haを松戸市
緑の条例に基づく特別保全樹林地区に指定告示しました。


園芸学部は隣接する戸定が丘歴史公園の緑とともに、緑豊かなキャンパスと
して松戸市民に親しまれ、浅間神社の森から矢切・栗山の斜面林と連なる松戸
市の代表的な緑地空間です。


そこで5月29日、市から学部長に、「園芸学発祥の地である松戸キャンパス
内のかけがえのない樹林地を後世に残していただくために、本市の緑の条例に
基づく特別保全樹林地区に指定させてほしい」旨を伝え、ご理解をいただき、
準備を進め指定となりました。


松戸シティガイドが、戸定が丘歴史公園から千葉大学園芸学部の歴史ある庭園までご案内し
ます。
「緑の回廊ツアー」として、例年、春に「桜の回廊ツアー」、秋に「紅葉の回廊ツアー」を開


催しています。開催日は広報まつどでお知らせします。


問松戸市観光協会事務局（商工観光課内） ☎366─7327


うるおいと安らぎのある都市環境を形成するために、保全が必要な樹林地を指
定し、その維持管理費の一部を市から1㎡あたり30円を助成する制度です。指定
されると、倒木等の損害賠償保険が適用されます。今回の指定で、市内の指定面
積は、9.7haとなり大幅に増えました。


学内の樹林は、緑豊かなキャンパス環境を形成する上で大変重要なものと認
識しています。市から継続してご支援いただければ、学内の樹林を維持して
いく上で心強くありがたいと思います。


●指定までの経緯●


●特別保全樹林地区とは？●


大学の
　樹林保全を支援!


●特別保全樹林地区に指定●


「戸定みんなの庭」「戸定みんなの庭」 参加者の 声参加者の 声


《地域住民》


学生のもつ専門知識や技術も活かしながら、四季それぞ


れに見どころがある花の絶えない場所にしていきたいです。


《学　　生》


活動に参加してみて良かった点は、大学だけでなく、地


域社会と協力しながら一つのことを成し遂げることがで


きる点です。


地域の人や子どもたちとふれあうことができ、自分もそ


の一員だと感じることができるようになったと同時に、学


生同士のつながりも強くなりました。


問戸定歴史館　☎362─2050


問みどりと花の課　☎366─ 7378


問みどりと花の課　☎366─7378


市民の皆さまと
千葉大による
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立ち入り禁止区域


車の出入りに注意


※期間中の開園時間においては、
　回廊門を開放しています。


旧正門


回廊門


北 門


公園出入口


正 門


駐車場


フランス式庭園


B棟


A棟 C棟


浩気寮


洗心館


戸定邸


戸定が丘歴史公園


松戸駅


竹内啓先生の墓


戸定歴史館


D棟


E棟
事務棟


図書館


体育館
緑風会館


イタリア式庭園


プール


国道6号線


JR
 常


磐
線


イギリス風景式
庭 園


教職員専用
駐車場


グラウンド


松戸駅から園芸学部までのルート


問 園芸学部総務グループ☎３０８－８７０３


内容／かつて園芸学部の先生だった植物学者・牧野
富太郎や画家・田中寅三の絵画、また歌人の与謝野
晶子や画家の石井柏亭、板倉鼎らが園芸学部の庭園
を訪れて制作した文学・絵画作品と関連資料約80
点をご紹介します。
費用／一般150円、高校・大学生100円、小中学生50円
■会期中のイベント
○ダンスとサクソフォンのコラボレーションによる
公演「ヒナゲシに捧ぐ」
▪11月21日 ㈯ 午 後1時 か
ら、午後3時から（2回）
会場／戸定邸庭園（雨天の
場合は戸定邸）
費用／戸定邸の入館料のみ
○講演会／与謝野晶子と「松
戸の丘」－その周辺から－
▪11月29日㈰
午後2時～ 3時30分
会場／市民劇場　費用／無料
問社会教育課
☎366－7463


園芸学部創立100周年記念 園芸展示会
「園芸学部の歩みと未来」


園芸学部創立100周年記念 園芸展示会
「江戸時代の園芸文化史」


園芸学部創立100周年
国際シンポジウム


園芸学部創立100周年 大学祭
「戸定祭」


公開講座
楽しい・ためになる果樹講座


庭園の記憶
与謝野晶子の「松戸の丘」と園芸学校の絵画


講演会＆ツアー
千葉大学園芸学部と戸定邸の庭園


▪10月16日㈮～11月15日㈰
　午前9時30分～午後4時30分
会場／園芸学部Ａ棟1階製図室・園芸学部キャンパス庭園等
内容／園芸学部の開校から創立100周年までの歩み、
園芸学部および卒業生が社会に貢献した業績、課題
への取り組みと社会向上のための未来像等の紹介
費用／無料
問園芸学部創立100周年記念事業会
☎308－8968


▪10月16日㈮～11月15日㈰
　午前9時30分～午後5時（月曜日休館）
会場／戸定歴史館
内容／園芸学部名誉教授。故岩佐亮二氏が収集した江
戸園芸に関連する浮世絵等の日本の園芸文化史の概要
と松戸徳川家に残された園芸に関する資料の紹介。
併せて、西洋の園芸文化の歴史を紹介。
費用／一般150円、高校・大学生100円、小中学生50円
問園芸学部創立100周年記念事業会
☎308－8968


▪10月3日㈯～12月12日㈯の全7回
会場／園芸学部
内容／果物についての歴史や流通などの一般教養、
家庭での実用的な栽培方法、健康機能性、おいしい
果物の見分け方などの幅広い講義と旬の果物の試食
および栽培実習を含む公開講座を提供。
定員／ 40人（抽選） 
費用／ 7,200円
　9月25日（金）[必着]までに園芸学部学務グルー
プ〒271－8510松戸市松戸648へ
☎３０８－８７１２


創立100周年記念創立100周年記念関連事業＆スケジュール関連事業＆スケジュール


▪10月30日㈮午後2時～午後5時 
会場／園芸学部E棟合同講義室　費用／無料
内容／「園芸学の国際的発展と大学間交流の意義」
－これからの100年を展望する－　基調講演及び
パネルディスカッション
問園芸学部総務グループ☎308－8703


▪10月31日㈯～11月2日㈪午前9時～午後5時
会場／園芸学部
内容／研究・展示発表、
植木・苗木・ジャムの
販売、その他イベント
等。進学相談コーナー。
費用／無料


▪11月21日㈯～12月23日㈷　午前9時30分～午後5
時（月曜日休館）
※但し、11月23日㈷は開館し、翌日24日㈫に休館
会場／戸定歴史館


▪12月12日㈯・19日㈯　午後1時から
会場／園芸学部Ｅ棟2階合同講義室
内容／講演会終了後に千葉大学園芸学部と戸定邸の
庭園探訪ツアーを行う
費用／無料
問社会教育課☎366－7463


まず事務棟の総務グループにお
越し下さい（休日の立ち入りはご
遠慮ください）。散策者を表すリ
ボンをお渡しします。平日は授業
等が行われていますので、静粛に
お願いします。


園芸学部構内の動植物は研究対象になってい
る場合がありますので、採集や折損は固くお断り
いたします。タバコやゴミのポイ捨てはもちろ
ん厳禁です。


虫さされ・熱射病・転倒など、野外活動に起因する
危険に対しては、大学は責任を負えません。散策に
あたっては、ご自身の責任で対処してください。


散策には徒歩でお越しください。構内の駐車場
周辺・出入り口周辺では通行車両が多いため、交
通事故にご注意ください。


トイレは緑風会館1階をご利用ください。（平日のみ）
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散策ルートはマップの点線のルートのみとな
ります。それ以外の花壇、植栽地への立ち入りは
ご遠慮ください。緑風会館以外の校舎内および研
究圃場への立ち入りは禁止します。





